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第７回宮城県被災者復興支援会議 議事録 

 

日    時：平成２５年１１月１９日（火曜日）午前１０時から正午まで 

場    所：宮城県行政庁舎１１階 第二会議室 

出 席 者： 

（会議構成員） 太田 倫子 委員  大滝 精一 委員   木村 正樹 委員   

鈴木 裕美 委員  高橋  厚  委員   立岡  学   委員 

紅邑 晶子  委員  吉川  由美 委員 

（ゲストスピーカー） 引地 恵 氏 （一般社団法人WATALIS代表理事） 

       稲葉 雅子 氏（株式会社ゆいネット代表取締役） 

（宮城県関係者） 後藤 康宏 理事兼次長（震災復興・企画部）  

熊谷 良哉 課長（震災復興・企画部地域復興支援課） 

       小林 一裕 課長（震災復興・企画部震災復興推進課） 

野口 実基 主幹兼企画員（震災復興・企画部震災復興推進課） 

       武者 光明 部副参事兼課長補佐（震災復興・企画部震災復興政策課） 

       生田 仁信 企画員（震災復興・企画部震災復興政策課） 

       田代 浩一 室長補佐兼企画員（経済商工観光部富県宮城推進室） 

       渡辺 一晃 主幹（経済商工観光部新産業振興課） 

       吉田 直  室長（農林水産部農林水産政策室） 

欠 席 者：遠藤 智栄 委員  風見 正三 委員  柳井 雅也 委員 

       渡辺 一馬 委員  

  

司 会： それでは，定刻となりましたので，ただいまから「第７回宮城県被災者復

興支援会議」を開催いたします。開催にあたりまして，震災復興・企画部後

藤理事より御挨拶を申し上げます。 

 

震災復興・企画部理事兼次長： 「第７回宮城県被災者復興支援会議」の開催にあたり，先生方にはお集ま

りいただきまして本当にありがとうございます。これまで，復興活動のそれ

ぞれの分野において，被災地の様々な活動を担っていただいたことに関しま

して改めてお礼申し上げます。 

前回の会議では，岩沼市，山元町に行っていただきまして，ハード整備の

状況等を御覧いただきました。県では，全国に対して感謝と現状を伝えると

いうことでポスターを作成しておりまして，御覧いただきました山元町の第

１番目に完成した復興住宅に関して，住民の方々の笑顔とともに全国にお伝

えするという取組もしています。もう一つは産業関係で，石巻市における市

場の復興状況をお伝えしています。ポスター化して貼り出しているのはこの

２種類ですが，ほかのエリアに関しましても住民の方々の笑顔とともに，復

興が徐々にではあるが進んでいるという状況をおおむねお伝えさせていた

だいている状況でございます。年が明けましたら，改めて別地区の分として

もう１セット，２種類のポスターを作りまして，さらに全国に発信していき
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たいと考えております。 

一方で，県と沿岸１５市町の担当部局長課長会議というのを我々の方で開

催していますが，その中で，やはり時間が経ち，様々な復興が進むにつれて，

また新たな課題が生まれてくるという現状があります。特に，我々行政が担

う部分としてハード整備事業があるわけですが，土地の取得や予定地の権利

調整がなかなかうまく進まない状況で，公営住宅の問題やまちづくり等が課

題になってきているので，そこをなんとか国の方と協力しながら解決してほ

しいという御要望があります。このような様々な課題を克服しながら，皆様

が携わっていらっしゃる市民活動やソフトの支援活動と歩調を合わせて進

めていかなければいけないと改めて考えております。 

我々の方でも，今回９月の補正において，昨年の内閣府事業を後継すると

いう形で起業家の支援事業を事業化させていただきました。後でまた申し上

げますが，例えば復興庁や民間等様々な分野で，市民活動や住民活動等を支

援する事業が展開されています。それらを我々の方でも横に繋ぎ，情報提供

や穴埋め等を行いながら，いろいろなニーズに応えられるようにソフトの支

援活動への配慮や目配せが必要な状況になっていると思っております。その

ような点で，今後とも様々な民間活動や市民活動に関わっていらっしゃる皆

様の視点から，我々の方に指摘を頂ければと考えているところでございます。 

今回は，我々の方で御支援申し上げている「みやぎ地域復興支援助成金」

の制度を活用いただきまして，地域資源である縫製技術を生かしたものづ

くりに取り組んでいただいております（一社）WATALIS代表の引地様，そ

れから宮城県内で起業を志す方々の支援を行っていただいております（株）

ゆいネット代表取締役の稲葉様からそれぞれ取組を御紹介いただきながら，

我々行政と民間がどのような視点で取り組んでいけば良いかを焦点に意見

交換をしていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

司 会： 本日の会議につきましては，県情報公開条例に基づきまして全面公開とさ

せていただきます。また，傍聴に際しましては配布させていただきました傍

聴要領に従うようお願いいたします。写真撮影・録画等につきましては事務

局の指示に従い，会議の妨げにならないようお願いいたします。それでは，

前回会議の概要等につきまして事務局より御報告させていただきます。 

 

事 務 局： 地域復興支援課課長の熊谷でございます。それでは，資料１を御覧いた

だいて，簡単に前回の振り返りをさせていただきたいと思います。 

前回は，７月１２日午後から岩沼市役所で意見交換をさせていただいたわ

けですが，午前中は山元町を訪問させていただきまして，町長，職員の方か

ら復興状況をお伺いし，その後県内最初の災害公営住宅を視察させていただ

きました。また，震災後に特産のいちご団地の復活を目指して立ち上げられ

た農業生産法人（株）GRA 様から， IT 技術を取り入れたいちご生産に関

する説明を頂いたところでございます。午後になり，市役所にお邪魔いたし
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まして，レジュメ資料 1枚目に書いてありますとおり，意見交換・情報提供

をしていただきました。冒頭に岩沼市長から御挨拶がありまして，素早い対

応を取ったことで仮設住宅に集落単位で入居させることができ，それが現在

の成功の素地になっているというお話がありました。また，玉浦西地区まち

づくり検討委員会の委員お二人に御出席いただきまして，中川様からは，今

まで２１回の検討委員会を開催し，そこでまちづくりの概略を作ったという

お話がありました。同じ委員である女性の小林様からは，もともとコミュニ

ティがしっかりしていた地区であり，まちづくり検討委員会は委員個人の意

見ではなく，住民を代表して市に意見を伝えるようにしたというお話があり

ました。きちんと市と仮設住宅に住んでいる人たちの橋渡し，繋ぎ役をでき

たことが玉浦西地区の話合いがうまく進んだ理由ではないかということで

した。その後の意見交換では，Q８と Q９を見ていただきますと，市として

は住民を枠にはめず自由に意見を言える環境づくりができたことが成功に

繋がったのではないかというお話がありました。私自身も感じましたが，や

はり玉浦西地区の結束が強いことが速やかな対応に繋がったと実感できる

訪問でした。しかし，最後の Q１２にありますとおり，大変速やかに進んで

いる玉浦西地区の防災集団移転促進事業において，その地区の６割の方が集

団移転に参加されるわけですが，残りの４割の方がどうするのかという質問

に対しては，市役所としても自力で再建された４割の方の全容はまだつかん

でおらず，１番進んでいる岩沼市でもそこまでは進んでいないということが

分かった会議だったかなと思いました。簡単ではございますが御報告でした。 

 

司 会： それでは，続きまして次第の「４ 情報提供」に移りたいと思います。こ

こからは，座長の大滝先生に進行をお願いします。よろしくお願いいたしま

す。 

 

座 長： 皆さんおはようございます。座長を務めております大滝です。 

今お話がありましたように，今日は被災地における起業というテーマで，

最初に情報提供ということで（一社）WATALIS の引地様，それから（株）

ゆいネットの稲葉様，お二人からそれぞれ活動状況についてお話を頂き，そ

の後に県の震災復興推進課より報告していただくという順番で進めていき

たいと思っております。その後，意見交換において，様々な事例や被災地で

の起業はどのように進めていったら良いのかということについて話合いが

できればと思っております。私どもから申し上げるまでもないと思いますが，

被災地での起業においては，被災者の方自身が立ち上がっていくということ

が非常に大事な要素となります。本日，ゲストスピーカーとしていらっしゃ

っているお二人は，御自身が先頭に立っていろいろなことを進めていらっし

ゃると思いますし，この会議に出席されている方も，御自身で直接そのよう

な事業に携わっていたり支援をされていたり，そのようなところに深く関わ

っていらっしゃる方だと思っております。しかし，一方で被災地の起業は難
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しい問題を抱えていますし，今復旧から復興が本格的に進む中で，随分と状

況が変化していると思っております。しばらく前までですと，全国，世界か

らの寄付や支援という形で，お金だけではなく人材面も含めたいろいろなバ

ックアップがあり，背中を押してくださる方がたくさんいたわけですが，そ

のようなものが今必ずしも有効ではないという状況になりつつあります。作

られるものやサービスについても顧客の皆さんに付加価値を提供すること

が必要であり，一時的ではなく持続的に被災者の生活や暮らしを支えていく

という要素を持ちながら進めていかないと，被災地支援というだけでは今後

進まなくなりつつあるという状況に立っているのではないかと思っていま

す。しかし，それを起業という立場からどのように進めていったら良いのか

ということについては，悩みが尽きないのではないかと思っております。私

自身も沿岸部被災地でお手伝いをしていますが，決して良いことばかりでは

なく，いろいろな問題を抱えながら少しずつ前に進んでいるという現状だと

思っております。 

今日は，私たちも一緒になって，どのように持続的な取組を進めていった

ら良いのかということを率直に意見交換できれば良いと思っております。早

速ですけれども，最初に（一社）WATALISの引地様から情報提供をしてい

ただければと思います。 

 

（一社）WATALIS： （一社）WATALIS の引地でございます。今日は，このような場で発表

の機会を提供していただきまして，誠にありがとうございます。私どもは，

着物地をリメイクして和装雑貨を作っております。私ども（一社）WATALIS

は，すべて宮城県の地元の女性だけで構成されています。そこの部分が，東

京や外部からいろいろな団体さんがいらしてものづくりを推奨するという

ようなプロジェクトとは大きく違うところかなと思います。先ほど大滝先生

のお話にもありましたが，復興はとても時間がかかるものだなと感じており

まして，持続するためにはみんなが集まる場を作ること，継続的にある一定

の収入が地元で得られる仕組みを作ること，そのためにみんなで学んでいく

こと，この三つが重要かなと最近気づいてきたところです。 

       私は一度民間企業に勤めまして，その後亘理町の教育委員会で公務員をし

ておりましたが，今は辞めてこの社団法人の理事をやっております。退職す

る前の３年間は地元の郷土資料館で民俗調査をやっておりまして，そこで初

めて自分の出身地の亘理を違った視点で見ることができました。それまでは

ここに住んでいて当たり前になっていて，あまり魅力を感じることが少ない

まま生きてきたのですが，仕事を通じて違った視点で自分の町を見たり高齢

の方の話を聞いたりしているうちに，改めて町の良さに気づき始めたときに

震災が起きたという流れです。今，このように雑貨を作って世の中に出そう

というのは，商品という形で亘理の文化やいろいろな人が生きてきたという

文化等を持続的に世の中に発信し続けていきたいという思いと，震災から約

３年が経っていますので，困難なことを伝えるところから明るい発信に気持
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ちを切り替えて，どのように今までと違った町やコミュニティを作るのか，

私たち女性の小さな力でどのくらいまで明るい発信ができるのか，もう一度

宮城に目を向けていただくことができれば良いのかなと思ってやっている

ところでございます。 

昨日まで，仙台三越の催事に出ていました。配布資料の中のチラシを御

覧いただきますと，ほかは被災地でやっていると言ってもそうそうたる伝統

工芸品や，もともと御商売で何十年もやっていらっしゃるというようなとこ

ろばかりでした。そのような中，我々は初めて百貨店の催事に出せたという

ことで，奇跡的にありがたいことだったと思っております。三越の方とお話

したときに，「ずっと続けていきたいと思っています。本気でやって，世界

に売っていきたいと思います。」と申し上げましたところ，「お宅の売り上

げ目標の１．２倍でいきましょう。やる気を出して，新商品を作って来てく

ださい。」と言われました。それで，催事のためにみんなで急いでマカロン

ケースを考えて，百数十個作って持って行ったところ，これが１番売れまし

た。このように「本気でやる。」ということをお伝えすると，三越さんも「で

は，うちも本気で頑張ります。」と売場もエレベーター前の１番良いところ

にしてくださり，あとはテレビ「ウォッチンプラス」の生出演にも初めて出

店した当団体を選んでいただきまして，ほぼ三越さんとお約束した売上げを

達成することができました。売場には，社団法人の理事だけではなく，作っ

ている製作者の方にも交代で行ってもらって，これから持続するためにお客

様はどのような理由でものを買って行かれるのか，ほかの伝統工芸品はどの

ようなプライスで，どのような売場，接客で売っているのかをみんなで感じ

ようということで，交代で６日間出て販売しました。ほかの売場の方と同じ

ように，このような場できちんと売り，ある程度目標数値を達成できたとい

うことは，これからの持続に向けて大きなチャンスになったかなと感じてい

るところです。 

お手元の配布資料「WATALISだより」は，「みやぎ地域復興支援助成金」

で作っているニュースレターです。このように，自分たちで自分たちの活動

を発信するものを作れたということは，営業を行う際にも活動をお伝えする

際にも非常に大きな力になっています。売上げの中から印刷物にお金を出し

ていくということは初年度は難しいことですし，デザインの費用もたくさん

かかります。ありがたいことに，概算払いで思う存分これに使えたというこ

とは，お金のことを心配しないで中身を充実させることに力を注ぐことがで

きたという点で大きな励みになりましたし，地元の宮城県から助成金を頂き

活動を認めていただけたということは，（一社）WATALISにとっても作っ

ている内職の皆さんにとっても，大きな安心感を得ることができたとともに

地元に根ざしてやっていこうと改めて感じる契機になりました。また，宮城

県から頂いている助成金では，パッケージを整えるということもやっていま

す。商品は一生懸命作ってきました。しかし，お客様に良さを知っていただ

くためには，商品の説明や素敵なパッケージが重要になってきます。このよ
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うなデザインや印刷に係る費用等，持続的に商品を様々なところに発信して

いく際に必要となる最初の投資部分を助成金から出していただいたという

ことは，非常に励みになっております。丸井グループさんとも取引が成立し，

正式に契約を結べるというところまで来ておりまして，４月に立ち上げた社

団としてはあり得ないスピードで進んできております。これは，地元で認め

ていただいているという精神的な面と，資金的に最初の段階で大きなお金を

お預かりさせていただいたということが励みになっており，一堂からよろし

くお礼を申し上げてくるように言われて参りました。本当にありがとうござ

います。 

ほんのちょっと昔，昭和の中頃までは，亘理に暮らす人たちは贈物をす

るときに着物の残り布で仕立てておいた袋に入れて渡しておりました。袋

がなまって「FUGURO」です。袋の中身は，お礼やお返しとして用いた１

升の米だったと言われています。小さな布も大事にして，袋を縫い貯めて

おく。感謝する気持ちを形にする。「FUGURO」は，亘理に生きてきた女

性たちの暮らし方や生き方が詰まっているアイテムです。WATALIS は，

女性たちの小さな本気で東北の未来を作り出そうとしています。私が学芸

員として民俗調査をしていたときに，「FUGURO」のストーリーに出会っ

たことがWATALISの生まれるきっかけです。「FUGURO」は，亘理の返

礼文化と私が地域の高齢の女性たちから学んだ感謝し合うという価値観を

形にした商品です。震災で建物を取り壊すことになった呉服店から着物地

を譲り受けて「FUGURO」の製作を始めたのが２０１１年秋で，地元の和

裁洋裁の先生の協力で縫製の技術を受け継ぎながら品質の良いものを作る

ことに力を注いでいるうちに，様々な年代の地元の女性たちが一人また一

人と製作に加わってくれるようになりました。そのような中で，私は女性

にとって地元に魅力的な職場を作りたい，子育て，介護，家事をしながら

も何かにチャレンジしたいという女性たちの小さい本気を経済的価値に結

び付けたいと考えるようになりました。事業の持続と拡大をするためには

学ぶことがたくさん増えてきまして，１年間任意団体としての活動を経て，

２０１３年４月には WATALIS を一般社団として法人化しました。現在で

は，協力関係にある企業から講師を招いて，業界の仕組みや販路拡大のマ

ーケティングについても学び，WATALIS のブランドイメージをみんなで

話し合いながらブランディングにも着手しています。また，新商品開発へ

の助言を頂くため，講師になっていただいている有識者の研究会も立ち上

げたばかりです。毎週１回，２時間の縫製の技術研修を２年間継続してき

ました。その小さな積み重ねが今大きな力になって，ぼんぼりの部分の仕

立ての丁寧さであるとか表地と裏地の糸を変えて縫い込んだステッチの均

一さは，技術力も高い評価を頂いております。デザイン力もだんだん身に

付いてまいりまして，鮮やかな裏地を用いたりすることで個性豊かな

「FUGURO」が次々と誕生しており，和装小物の枠を超えていろいろなフ

ァッションに合うようにアレンジを続けています。着物地の色使いや模様
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というのは，長い歴史の中で培われてきた日本人の美意識や感性そのもの

を表すものだなと感じています。それらを生かしながら，様々な雑貨類も

開発しています。様々な色柄は見る人の目を楽しませて，使う人の心を和

ませます。そのような商品をたくさん投入してまいりまして，今年１０月

末で既に昨年１年間を超える売上げを達成いたしました。今後は２倍の売

り上げに向けて，今期更に頑張っていきたいと思います。WATALIS の事

業は，思いが込もっていて処分できない着物地を全国の皆さんから提供し

ていただくところからスタートします。着物地を提供していただいた方に

は，お礼状とお礼の品物を送ります。作り手になる地元の女性たちには，

研修の機会を提供しながら技術力や働ける時間に応じて商品の製作を委託

し，厳しい検品を行っております。その商品は，九州の生活協同組合連合

会グリーンコープさんや丸井グループさん，それからエシカルな商品等を

主に販売するセンスオブライフさん，そして様々な趣旨に賛同していただ

けたNPOさんに委託で販売を行っていただいています。また，先ほどから

申し上げていますように，昨日までやっていた仙台三越の催事をはじめ，

百貨店等に出向いて直販も行い始めました。NPO法人 ETIC や宮城県，国

土交通省，経済産業省等からも補助金や助成金を頂いておりますが，更に

資金が必要ですので，政策金融公庫からも借入れをして資金調達をし，自

立した経営を目指しているところです。最初は，私の実家の一部屋で家族

と友人４人で活動を始めましたが，今は亘理町に４つの物件をお借りして

います。内職の作り手さんは４０名ほどになり，そのような皆さんが出入

りする新しいコミュニティも生まれています。また，宮城を訪れてくださ

る皆さん，全国の皆さんにも商品を御覧いただきたいということで，仙台

駅３階の絆ショップでも販売させていただいておりまして，限られたスペ

ースですが大変好評いただき，５，６回くらい追加で納品しているところ

です。 

また，WATALISの取組を１人でも多くの方に知っていただけるように，

このような自主刊行物も作っております。これをデザイナーさんにお願い

するのではなく，いずれは内部のスタッフで作っていこうと考えておりま

すので，今デザイナーさんから研修を受けて，内部スタッフが１号から作

成するための準備を進めております。２０２０年には東京オリンピックが

あり，世界からたくさんの方が日本を訪れます。その機会に，日本人の手

仕事に象徴される仕事の丁寧さや感謝し合うという成熟した価値観，江戸

時代から続いてきた繊維をリサイクルする優れた再生文化をお伝えするた

めに，亘理町から商品の販売を通して，取組を発信し続けたいと思います。

地元の伝統と文化を再現した「FUGURO」は，今亘理町に女性たちの新し

い働き方を生み出そうとしています。そして，タンスに眠る着物地を活用

してデザインと縫製力で価値を高め，もう一度世の中に送り出すというア

ップサイクルの取組を新しい文化にまで高め，どんどん発信していこうと

いう気持ちでやっております。まずは，女性たちの小さな本気と限られた
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時間を集めて，新しい東北の未来を作っていけたらと思っています。どう

もありがとうございます。 

 

座 長： 引地さんどうもありがとうございました。それでは，早速ですが今の御

報告につきまして御質問等頂ければと思います。 

 

吉 川 委 員： 常勤の職員の方は何人ですか。 

 

（一社）WATALIS： 社団法人は３名の理事で構成しますので，その３名が常勤です。あとは，

パートの方が６名ほどいますが，週３回や１日５時間というように，その人

の働ける時間に応じて調節しながらみんなでやっています。 

 

吉 川 委 員： お話を伺う中で，商品の中に見事に亘理の習慣がストーリーとして込め

られており，とても説得力のある商品になっていると感じましたし，デザイ

ンもどんどん良くなっているということを本当に嬉しく思いました。今後も

頑張ってください。 

 

高 橋 委 員： 山元町の高橋と申します。我々の町でも３０の有志の皆さんが集まり，

種まき会議というプロジェクトが立ち上がりスタートしているところです

が，今後，当初の情熱だけでは続かないだろうという課題が予想されます。 

WATALISの引地さんのお話を伺っていますと，素晴らしい実行力やアイ

ディアがあり，亘理町の人だけでやっているところが素晴らしいと思いまし

たが，何が引地さんたちをそのようにさせているのでしょうか。 

 

（一社）WATALIS： 続けていくにはいろいろな要素があると思いますが，自分のやっている

ことに経済的価値があると感じられるかどうかが重要だと思います。ボラン

ティアでやり続けることができる人ももちろんいらっしゃいますが，私たち

と一緒にやっている女性たちは子育てや家事，介護等がある中でやっている

ので，やっていて楽しいという充実感に加え，やればやった分自分のところ

にある一定の収入が入るということが大事だと思います。それをきっちりお

仕事に見合う分払い続けていきたいなと思っています。また，技術研修の機

会を提供するとともに，商品をどこで売っているかという話をして，このよ

うな気持ちで作りましょうということを毎週１回確認する時間を取ってい

ます。そうすると，自分たちが作ったものがどのようなところでどんな方に

買っていただいたということが分かり，販売する場所のステージも上がって

くるので，私たちはこんなにやれるのだという精神的な励みにもなるのかな

と思います。実際の生活面で必要な経済的な部分と精神的な充実感をみんな

で感じながら続けていくということが大事であり，また初期段階では

「FUGURO」という商品に特化してやってきたことが良かったのかなと思

います。本当は，集まっている一人一人に聞けばそれぞれやりたいことがあ
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るのかもしれませんが，とにかくこれ一つを徹底的に，デザインも縫製力も

上げましょうと特化してやってきたので，比較的結果が早く目に見えやすか

ったのかなと思っていて，そのことがモチベーションを維持する上でも良か

ったのかなと思います。あとは，普段はお話ができないような方がいらして

応援してくださったり，九州やイギリスのイベントでも商品を販売すること

ができたので，亘理にいながらにして世界が広がったことも良かったと思い

ます。 

 

高 橋 委 員： 地元の歴史と結びついているところから生まれたという部分が，説得力

がありますよね。 

 

（一社）WATALIS： みんなでそのようなものを共有しながらやれているということは，強い

核になっているのかもしれないと思います。 

 

紅 邑 委 員： ものづくりは，震災後県内あちこちの仮設住宅で行われていて，最初は

みんなが集まってものを作ろうよということでそれはそれでとても良い場

になってきたと思うのですが，売行きが厳しいといった問題や質の問題が出

てきて，なかなか次のステップへ抜け出せないところが多くあります。その

中で，WATALISさんは外への出て行き方を含めてブランディングの問題や

品質力にとてもこだわり取り組まれたことが今に繋がっていると思います。

ただ，そこに安住することもなかなかできないと思うので，これからは経営

力というところが求められてくると思います。今は助成金等で乗り切ること

ができていると思いますが，今後の運営においては外部の方にコンサルティ

ングしてもらうことも必要になってくると思います。組織的な部分について，

今後どのように考えているのかお伺いしたいと思います。 

 

（一社）WATALIS： 私は，経営について全く分からないので有識者による研究会を立ち上げ

ていて，コンサルティングや販売，マーケティングをもともとやっていらっ

しゃって，プロボノでうちを応援してくださっていた方を委員として委嘱し

ています。その中で，３年くらいの売上げ計画や資金繰り表を考えて進めて

いるところです。本当は私が分かれば良いのですが，一から学んでいる間に

どんどん時間が過ぎていってしまうので，スピード感を持って進めるために

は外から応援してくださる方をきちんとした体制の中に組み込み，きちんと

した形で定例的に応援していただくということが重要だと思います。 

あとは，税理士さんにも毎月１回顧問で来ていただき，決算書もきちんと

作っていく仕組みを作っています。 

 

立 岡 委 員： 引地さんの腹のくくりがすごいなと感じて聞いていました。起業は，最

終的に腹のくくりではないかなと思っています。みんなで集まりましょうと

集まっても，最終的には趣味の会のようになってしまうところも多くて，阪
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神のときも私が知る限り最後まで残っているところはないような気がする

のですが，そのような中コミュニティの輪が成功したのがWATALISさんな

のかなと思います。WATALIS さんの取組の中で，今後「FUGURO」が一

つのブランドとなり，地域特産品プラスアルファのものとなっていくのでは

ないかと期待しているところです。引地さんが，ここで腹をくくりましたと

いうときがあれば教えていただければと思います。 

 

（一社）WATALIS： 私が経営や指導をやったことがなかったので，最初はうちも趣味の会のよ

うになりそうな時期がありました。しかし，クオリティを上げると決めたの

で，内職の求人票を貼り「仕事としてやる方を募集します。」というように

仕切り直しました。とは言ってもみんなが集まる場所は絶対に重要だと思っ

ているので，このような場のほかに，クリスマスツリーや雑貨等いろいろな

ものを作る手仕事ワークショップという会を別立てでやっていて，そこは作

って楽しくおしゃべりするのが目的です。技術力云々ではなくやりたい人は

どなたでも，子どもからおばあちゃんまで来ていいよという場を作り，二つ

を分けました。今は，趣味の会は趣味の会で本当に楽しくやっていて，反対

にこちらは「仕事でやります。」と腹をくくった人が集まってやっていると

いうところです。私は前の仕事を辞めましたので，これで生活を維持してい

かなければならないし，ほかの社団の理事も女性ですが，これを仕事でやる

とコミットして加わった仲間ですので，任意団体を始めたときから仕事とし

てやっていかなければならないと思っていました。あとは，何十人も作る人

が増えてきていますが，私はみんなのことがとても大好きなので，その皆さ

んに途切れないでお金を払いたいし場所も取っていきたいし，私も含めてし

たことのない体験をしてどんどん人としても女性としても成長していくの

を感じながらやっているので，腹をくくらざるを得なかったというところで

す。１番は，助成金の繋ぎで政策金融公庫からお金を借りたのですが，その

ときは勇気がいりました。なるべく借りたくないと思っていましたが，経営

するには必要だとみんなに説得されたので。 

 

太 田 委 員： 二つお聞きしたいことがあります。まず，印刷物のロゴマークがとても

素敵だなと思って拝見しました。真ん中にローマ字で「FUGURO」と書い

てあるのは，世界に羽ばたきたいというビジョンのようなものを感じたので

すが，デザインの良い印刷物はどのように作ってこられたのでしょうか。そ

れから，活動している皆さんの年齢層は何歳から何歳くらいなのでしょうか。

女性の活動と書いていますが，男性が入る余地はあるのかどうかもお伺いし

たいと思います。 

 

（一社）WATALIS： ロゴマークについては，私が個人的に知り合いになった東京のデザイナ

ーさんが御厚意で作ってくださったものです。「FUGURO」は海外にも売っ

ていきたいので，ローマ字にしています。最初の形を作る部分はプロの方に
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お願いしないと難しいということで，初回はプロのデザイナーさんにお願い

して，あとはみんなで習って作っていこうとしているところです。このロゴ

マークがあったおかげでブランディングができてありがたいと思いながら

も，私たちみんなが生み出して考えたものではないので，いろいろな意見を

集約してこの色で良いのか等を検討しながら若干の手直しをしようかなと

考えています。 

年齢層についてですが，最初私は，時間にゆとりのあるおばあちゃんが多

くなるだろうと思っていました。亘理町では，６０代，７０代の方は嫁入り

前に家族の衣類を仕立てるために縫い物を習いに行っていたということが

学芸員のときの調査活動で分かっていたので，その皆さんの技術力を正直あ

てにしていたというか，そのような皆さんが集まるだろうと思って始めまし

たが，意外なことに１番の主力が３０代，４０代の女性です。赤ちゃんをお

ぶっている人から，子どもが小学生，中学生くらいのお母さん方までいらっ

しゃって，そのような方々が８割くらいと多い状況です。あとは，ぐっと間

が開いて６０代，７０代の方々です。その方々は経済的な価値を得たいとい

うよりも，地元でもなかなかしゃべる機会がないので，このようなところに

来て若い人と話すととても元気になる，自分の経験や技術をどんどん伝えて

いきたいとおっしゃっている方たちが多いです。 

この写真を御覧ください。１番右側にいるのが男性ですが，この方はボラ

ンティアで関わってくれている方なので縫製やものづくりをするという関

わり方ではないのですが，サポートしてくださる方は非常に男性が多くなっ

ています。集団としては女性だけの集まりですが，もちろん男性の考え方や

ものの見方，経験を教えていただきながらやっていくというのは重要なのか

なと思います。あとは，男性の場合お仕事をしていらっしゃる方が多いので，

お仕事としてという関わり方ではないかもしれませんが，男性がやった方が

良いような竹細工等の縫製以外の手仕事もあるので，いずれそのようなもの

も趣味のような形でやっていって，第二の人生で発揮していただきながら地

元のことを継承していけたら良いかなと思います。 

 

木 村 委 員： 東松島市において，チャレンジショップという形で４０人くらいの女性

の方たちが手作り品を販売しているのですが，趣味でやるという方，自分の

ものを見ていただきたいという方，商売に繋げていきたいという方に分かれ

ます。山からのつたを使ったかごやオリジナルのもの等があり，見ていてこ

れだったら絶対売れるなというものもあります。２～３千円で売っているの

ですが，外から来られる方に「１万円でも売れるよ。」と言われることもあ

ります。作っている方にすると，高くは売りたくなくて経験があるので作り

たいとおっしゃるので，そのような方には逆に教室をやってもらい，地元の

方に教えてもらっています。あともう１人，布草履を作っている方がいて，

その方に聞くと売り物を作るためには１００個くらい作らないと駄目だと

おっしゃいます。素人の方が趣味で作る場合には，自分で履く分や旦那さん
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にあげる分の１足２足を作れば良いのですが，そこを支援する側はどのよう

にしていけば良いか考える必要があると思います。会を作り，みんなで勉強

会を行いながら売り出そうとしているときに震災が起きてしまい，１年くら

い休んだ後復活し，今は４４，５人くらいで集まっていますが，なかなかそ

こから先に進めない状況です。いろいろな人たちが出していますが，やはり

起業や商売にどう結びつけるかだと思います。「やるべ。」という人がいな

くて，私たちが仕掛けてくれるのであれば参加しようかとか，応援してくれ

るのであればやろうかという考え方になっているので，もう少しやる気のあ

る人を育てていかなければいけないと思っております。 

 

座 長： 引地さんどうもありがとうございました。 

今日のお話で，「学び」と「成長」ということをおっしゃっていたのです

が，多分そこが大切なところだと思います。このようなところに参加してい

る方々が日々新しいことを学んで，自分たちが成長していくという感覚を持

てると良いのではないかと思っています。 

実は，私自身も気仙沼のニットウェアや東松島のデンマーク刺繍，デンマ

ークステッチを応援しているのですが，経営で引っ張っている人たちは東京

から来た人や東京のデザイナー等とリンクしてやっていて，そのようなとこ

ろは確かにものも売れるし売れるチャンスもあるのですが，中の人たちがど

のような思いでどのような意識でどこまでコミットメントしてやっていくか

ということは，まだ課題が多いと思っています。それから，やはり当然のこ

とかもしれませんが，商品を作るためにスキルを上げるということを相当し

っかりやっていかないと趣味の会だけで終わってしまうということがありま

すので，引地さんには是非今後も頑張って先に進んでいただけると良いかと

思います。 

また，経営の問題が次の大事な課題になるかと思います。力のある外部の

起業やコンサルティングをやっている方の力を借りることが今後必要になっ

てくると思いますが，もう少し経った段階では経営していく人が内部からも

出てくるという体制を作らないと，どこかで他力本願でやっているという意

識が抜けないのではないかと思うので，是非早くそのステップまで辿り着い

たら良いのかなと思います。頑張ってください。とても良い話を聞けたと思

います。 

それでは引き続き，（株）ゆいネットの取組につきまして稲葉さんからお

願いします。 

 

（株）ゆいネット： こんにちは。（株）ゆいネットの稲葉と申します。（株）ゆいネットは，

私が設立しまして１４年経つのですが，今回お話させていただくのは主に仙

台市の委託事業でやっている「地域ビジネス創出支援事業」といいまして，

地域からビジネスを立ち上げていこうというものです。資料２と我々で作っ

ております「起業人」と女性が表紙に写っている「Actaleia」という冊子，
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それから「ちっちゃいビジネス開業応援塾」を配布しておりますが，これら

を使ってお話していきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

まず，資料２の１ページ目をお開きください。今私たちがやらせていただ

いている事業の名前は「地域ビジネス創出支援事業」ですが，分かりやすい

ように「ちっちゃいビジネス開業応援塾」という言い方をしています。ちっ

ちゃいビジネスの定義というのが，私１人で何かを始めたい，家族２人で始

めたいというように，１～２人で何かを始めたいという人を後押しするよう

な講座の運営をしております。平成２３年から「地域ビジネス創出支援事業」

を仙台市の委託事業としてやらせていただいておりまして，現在３年目にな

ります。どのような方が受講しているのかということをざっくり御理解いた

だくために，平成２３年度については報告書４ページの円グラフ，平成２４

年度については６ページを御覧いただければと思いますが，我々の講座は女

性の受講者が多い特徴があります。同じく仙台市の委託事業を我々以外の会

社でもやっているのですが，（一社）MAKOTO さん，NAViS さんがやっ

ている事業ですと８割が男性の受講者ですが，なぜか我々の受講者は８割が

女性です。それは，私が女性だからではという話もあるのですが，タイトル

に「ちっちゃいビジネス」と付くからなのかなと思っています。もともと仙

台市でも，リーマンショックの後は「雇用してくれ。」といろいろな会社さ

んに言うのが難しくなってきており，そろそろ自ら立ち上げる人を育てない

といけないと考えていたときに大震災が来て，平成２３年の夏場くらいから

この事業をやらせていただいています。もともと会社を作りたいとか起業し

たいという人が多かったわけではなくて，１年目のときには，震災があった

という経験から何かやらなければという思いの受講生がたくさんいらっし

ゃって，前は主婦だけれども，あの震災を見たら私も何かしなければと感じ

た人や，会社を辞めて東京から帰ってきて，とにかく何かしたいのだという

人が多くいらっしゃいました。1年目は，参加者の中に被災地の方はあまり

いなかったのですが，２年目になりましてからは東松島から通う方，南三陸

町の出身で，今は仕事が続けられないので仙台近郊に移転し，やっと外に出

られるようになったという方，それから気仙沼からバスで通う方，いろいろ

な方が来られました。３年目になると，自宅で開業したいとか，自宅で何か

をやりたいという方が多くなり，被災したからという段階を少しずつ超えて

きているのかなと思います。 

次のページをお開きください。どのようなことをしているのかということ

については，この報告書や冊子からもお分かりいただけると思いますが，

我々は後押しをすることが仕事だと思っていますので，やりたいことはどの

ようなことなのか，それからあなたのやりたいことはそもそもビジネスなの，

それとも趣味なのというところを自分の中で整理していただき，最後に本当

にやる気があるのであれば世の中には事業計画というのがある，ということ

をお話して起業の一歩を教えていくところから始めています。         

次のページをお開きください。座学だけですと，やはり絵に描いた餅にな
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りますし，引地さんのお話にもあったように，どなたかのお話を聞くことが

１番刺激になりますので，先輩起業家の講座というものも一緒にやらせてい

ただいています。これは，すでに起業した方をお招きしお話していただく講

座もあるのですが，既に起業した方々の現場を訪問して現場でお話を伺うと

いうことも行います。例えば，現地の状況を合わせて見た方がより分かりや

すい場合，こんなに狭いところでやっているとか，こんな人が通らないとこ

ろでお店をやっているとか，それから被災地や過疎地での起業等を実際に見

ていただくということをやっています。特に１年目に関しては，震災の後に

一旦営業もネットショップ等も停止した南三陸町の（株）ヤマウチさんのと

ころに，ネットショップを再開した翌週にお伺いして，ネットショップを被

災地から始めるということについてお話を伺ったりしました。 

昨年は，NPO という起業形態で被災地において起業した実例として，

ISHINOMAKI2.0 さんにお伺いしたり，当時はまだ法人化されていなかっ

たのですが，コミュニティビジネスの一つということで石巻市北上町におい

てお店を始めた主婦の方を訪問したりしました。それから，過疎地という別

な視点から，山形県の大蔵村や新庄市でコミュニティビジネスを始めている

方や，手仕事をどのように仕事にしようかとチャレンジしている方，それか

ら飲食店をやりたい方々が１週間ずつ日替わりで交代してカフェを運営し

ている施設ですとか，そのようなところを視察に行きました。そのようなこ

ととともに，専門家の先生との懇談会や相談会等を一緒にやらせていただい

ています。 

次のページを御覧ください。講座の様子ということで写真を何枚か入れて

います。数えていくと男性は３人くらいいるのですが，大方女性の参加者で

す。年代は，２０代の方は非常に少ないのですが，３０代・４０代・５０代・

６０代とまんべんなく多いです。 

次のページをお開きください。特に座学の中でも実際に技術を身に付ける

ということで，Facebook の作り方やデジカメで自分の商品を撮影してみよ

うという講座，それから次のページをお開きください。これは，先輩起業家

訪問ということで実際に先輩が始めたお店に行き，お店でお話を聞いたり，

それから先輩が開業した飲食店でお昼ご飯を頂きながら，開業した経緯につ

いてのお話を聞いたりということをやらせていただいています。 

そして，次のページをお開きください。これは，パーソナルサポートセン

ターさんの協力も頂きながらやらせていただいているのですが，被災者対象

の講座というものもやらせていただいています。写真は，あすと長町のコミ

ュニティサロンえんがわさんで開催したものです。仙台市委託事業の中でも，

特に被災者支援・被災地支援というキーワードでの起業支援ができないかと

いうお話がありまして，一昨年は仮設住宅を直接訪問して聞き取り調査等を

行いました。当時は，これ売れるのかなというような小物等を作っている

方々が非常に多くて，そこから先，これをもっともっと売っていこうという

方になかなか巡り会えませんでした。今年度は，直接仮設住宅をあたるだけ
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ではなくて，仮設住宅に入り込んでいらっしゃるパーソナルサポートセンタ

ーさんに協力していただきながら，仮設にお住まいの方の中で，もっとこの

ような仕事をしたい，就職したい，就職ではなくても仕事をしたいという方

と会話をする機会が増えました。今年になってからは，えんがわで２回，二

日町の事務所をお借りして 1回，計３回やらせていただいております。中に

は，やはりこれではちょっと，という商品を持っている方もいらっしゃれば，

このようなものを作っているのか，とこちらが驚くような商品を持っている

方もいらっしゃいますが，そのような方がサポートセンターさんの後押しで

このような場所に来てくださり，「実は私，このようなものを作っています。」

と発言があれば，「それだったらあの人に会ってみたら。」，「こんな風に

売ってみたら。」と提案することができるので，ただ単に集まって何かをす

るだけというのではなくて，その先に繋げることができているのかなという

気がしています。 

御紹介しますと，２回目の講習に来た方で，わんちゃんの洋服を作ってい

る方がいらっしゃいました。女性ですが，最初に来たときはものを持ってき

ているのになぜか見せてくれませんでした。後で，交流会・お茶飲みの場に

なり「今日は持ってきてないのですか。」と言ったら，「実は。」と言って

出してくださったので，「このようなものをもっと人に売りたいと思ってい

ますか。それとも，趣味でやっていきたいと思っていますか。」と聞きなが

らお話を進めていきました。そうしたところ，「人に売るということもやっ

てみたい。」と言うので，えんがわさんに来た後，我々の起業応援塾に連続

して通っていらっしゃいます。とても嬉しいお話だったのですが，２週間ほ

ど前に「初めて売ってお金をもらいました。こんなにお金をもらって良いの

かなと思ったのですが，初めて自分のものが人の手に渡りお金になるという

ことが嬉しいと思いました。」とお話がありました。このような方々の一歩

が WATALIS さんのように形づくられていくのではないかなと思うので，

お一人から始めるようなところをもっともっと支援していきたいと思って

います。 

受講生の御紹介というページは飛ばさせていただきまして，「業務実績か

らの考察」ということで，私たちの講座は基本を座学で勉強する講座が１回

当たり９０分で９回あります。初回が夢を形にするってどういうことだろう

ということから，だんだん自分で考えをまとめていき，最終的には自分でや

りたいことをプレゼンテーションしてみようというところまで，９回かけて

勉強していきます。お手元の「ちっちゃいビジネス開業応援塾報告書」平成

２４年度の５ページ，６ページを見ていただくと，昨年度のものにはなりま

すが，１回目はどのようなことをやっているか，２回目はどのようなことを

話しているのかということが御理解いただけるかと思います。何かやりたい

が，でもどうやったら良いのか分からないというところから，自分がやりた

いことを整理・整頓して，それに対してお金を貰うのか貰わないのかという

話をして，本当にやるのであればマーケティングという言葉があるけれども，
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市場調査や自分のものが売れるのかという観点から考えてみようねという

ことをお話します。そして，いくら売ったら良いのか，それとも，お金を貰

うということではなくてボランティアとしてやりたいのかということを考

えて，プレゼンテーションするという流れになります。このような内容で，

飲食店をやりたい人向けの基本講座，物販をやりたい人向けの基本講座，ネ

ットショップをやりたい人向けの基本講座という形で３本やらせていただ

いておりますが，特に飲食店をやりたい方が非常に多くいらっしゃいます。

これは仙台市内だからということではなくて，やはり被災地の食材を使った

ものを仙台でやりたいとか，被災してしまったけれどもそこにお家を建てて

自分でやりたいという方とか，いろいろな方がいらっしゃいます。 

「実績からの考察」ということで考えますと，受講しても起業に向けての

一歩がなかなか踏み出せない方もいらっしゃいます。一つは，思いが強すぎ

て何をやったら良いのかまとまらない，もう一つは，座学で理解できること

は理解したが，実際に開店するための手段や準備がよく分からないという方

がいらっしゃいます。実際に知識を持って技術を付けるけれども，販売した

り作ったりするノウハウがなかなかない。例えば，普段家族３人分のご飯を

作っているお母さんが飲食店をやってみようと思ったときに，一度に２０人

分とか３０人分のご飯を作るときはどのように手際が変わるのだろうと練

習をする場所がなかなかない。そうすると，本当にできるのかなという思い

が先に立ちなかなか前に進めない。今，仙台市の事業の中で TRY６という

１坪ショップ，アンテナショップを東北ろっけんパークの中に設置している

ので，物販する方に関しては物販してみるというチャンスがあります。それ

から，仙台市内にもボックスショップがありますので自分の作品を出すこと

はできますが，飲食はなかなかできないところが非常に弱いかなと思います。

丸森町で実家を改装してカフェを始めた女性とか，やっちゃう人はやっちゃ

うのですが，なかなかやらない人もいます。そのなかなかやらない人をどの

ようにサポートするかというのが課題かなと思っております。それから，自

分が専門でやってきた以外のことには非常に弱いということで，ものづくり

の経験者は営業が難しい，それをどう解決しどう支援していくかということ

が我々の課題だと思っています。 

最後に，「被災地でのサポートの必要性」ということで，仮設住宅におい

て手仕事でものづくりをしていらっしゃるおばあちゃんたちから，これをこ

のまま仕事にしていくかどうかということを自分たちでも考えたいけれど，

その前にこのコミュニティ自体がどうなるか分からないというお話があり

ました。今は仮設にいるけれど，復興公営住宅ができたら多分みんな散り散

りになってしまう。だから，ここでせっかくものづくりのコミュニティを作

ったとしてもその後私たちはどこに行くことになるか分からないし，どこか

場所を決めて集まろうと言っても距離があるとなかなか集まりにくいので，

今コミュニティを作って良いのか分からないと言うおばあちゃんがいまし

た。とは言え，何か始めたいということで連続講座に来られているのですが，
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コミュニティと仕事をどのように位置付けていくのかについては課題であ

ると思っています。あと，震災直後の活動をサポートしてきた団体さんが被

災地から離れつつあるということで，これは大滝先生からのお話にもあった

とおりだと思います。 

それから今年，昨年度の内閣府事業について県でもサポートしていかれる

ということですが，昨年非常に頑張って会社を作った方から今年になってど

うしようという声も聞こえてくるので，この辺もサポートしていきたいなと

考えています。 

そして，次のページの「今後の取組」に移りまして，今仙台市の委託事業

で開業応援塾をやらせていただいていますが，このノウハウを県内で必要と

しているところにも落としていきたいということで，宮城県さんにもお世話

になり被災地での起業支援もやらせていただくことになりました。今年度は，

起業したいという方向けの基本講座，それから既に起業している方・団体を

作っている方に関しては，ここの部分が弱いので教えてほしいといったこと

や，このような技術がないので技術的なところだけ教えてほしいといった要

望があるので，そこの部分をサポートしていくための講座運営をしていきた

いと考えています。 

もう一つ，主に飲食店の実践の場として，不足するノウハウを提供するチ

ャレンジカフェを作りたいと考えております。工事が少し遅れていますので

オープンできるのは 1 月くらいになると思いますが。心に残っているのは，

仙台市の方ですが，実家でお店をやりたいけれども実家がどこに建つか分か

らない，あと１年先か２年先か分からないこの時間をどうしたら良いのだろ

う，でも練習もやりたいというお話があり，そのような方をサポートするた

めのチャレンジ飲食店であったり，被災地の食材をもっともっと売るための

出口を作るという意味での飲食店であったり，そのような意味で仙台に実践

する場を作りたいと考えています。 

最後に，一つ課題と思っていることが，１～２人といった小規模で起業す

る方々は横の繋がりが非常に作りにくいので，情報収集できる場作りが必要

だなと感じています。特に，私どもの会社は南三陸町の復興応援隊事業でも

お世話になっている関係で，南三陸町にも足繁く通っており，そこではいろ

いろなことを始めている方が多方面にいらっしゃいますが，やはり連携とい

う面は現実的になかなか難しいという気がしています。それを外の人間がや

るのか中の人間がやるのかは別ですが，情報収集できる場作りが必要であり，

交流会や意見交換会ができると良いのではないかと考えています。また，継

続するためのノウハウ不足ということで，士業の専門家に繋げたり，先輩の

起業家との繋がりを作ったり，ステップアップするための支援者連携が必要

かなと思っています。今，WATALISの引地さんのお話を伺って，自分たち

の中で技術を高めて自分たちでやっていこうと言えるようなところまで行

けない方がたくさんいらっしゃるので，そこに行くまでの段取りをどのよう

に支援していくかということを私たちも考えていけたら良いなと考えてい
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ます。そのようなことで，被災地も含めて，仙台市それから県内で被災者支

援のための起業講座も始めさせていただいております。良い商品を作って良

い商品を外に出すということを考えると，それは被災地で起業しようが内陸

で起業しようが，どこで起業しても一緒のことであって，そろそろ良い商品

作り，地域に愛される商品作りといった観点でものづくりをして販売してい

かないといけないのではないかなという気がしています。我々がやっている

ようなことが WATALIS さんでは一つの会社の中で循環してできているの

で，そのようなことを是非地域の皆さん，県内の皆さんの参考にしていただ

けると良いのではないかと思います。先輩起業家訪問では是非亘理に伺いた

いと思います。よろしくお願いします。 

 

座 長： 稲葉さんどうもありがとうございます。さっきと同じような形で御質問， 

意見交換できればと思います。 

 

吉 川 委 員： 本当に，いろいろな働き方があると感じましたし，特に女性たちが積極

的に参加していることから，震災前から多分このようなうごめくエネルギー

はあったのだと思います。それが震災をきっかけに出てきて，生活目線のビ

ジネスがたくさん立ち上がってきていると感じます。それから，小さな地域

のビジネスが世界に直結しているということで，講師をしておられる皆さん

も，このような講座で後輩の皆さんと接することがある意味力になっている

のではないかなと感じました。 

それにしても，この受講生を見ると宮城県出身が少ないので，宮城県人は

自分で背負って立ち上げてみようという方が少ないのかなと改めて感じま

した。やはり，さっき WATALIS さんの発表にあったように，宮城県は仙

台市があって都市的文化がありますが，東北が独自に持っていたものを最初

になくしつつあった場所だと思います。ただ，海辺の町にあっては独自の文

化を有しながらここまで頑張ってきたということがあって，震災があって改

めて自分たちにどのような宝物があったのかということが分かり，それを磨

いて WATALIS さんのようなビジネスになっていったところは多分ほかに

は二つとないビジネスなので，恐らく多くの方に支援や支持をしていただけ

るエネルギーを持っているのかなと思います。起業される方も宮城県出身者

が多いわけではないのですが，御自分が住んでいる町固有の価値をそれぞれ

のビジネスの中で磨いていくと良いと思います。というのは，いろいろな支

援がこれからなくなっていきますが，それと同時に自治体としての大きなイ

ンフラの復興が進んでいき新しい町が形作られていきます。小さな起業した

ビジネスの力と大きな復興が相まって新しい町になっていくと思うのです

が，とかくハードは固有の文化的な価値が顧みられているとは思えない状況

で進んでいるし，企業は今どうやってお金を稼ぐかと悩んでしまいがちだと

思います。５年後，１０年後にどのような町ができていくのか，その中で自

分のビジネスがどのような位置付けになっていくかということを少し頭に
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入れながらビジネスを考えていくと，ある時期にいっきに結びつきお互い

WIN-WINになっていくと思います。いろいろな起業のニーズがあると思い

ますが，是非ちっちゃなビジネスの開業の中に，各地域の固有の価値を探し

たリそれを磨いたり取り入れたり，ただ水産物があがるから海鮮丼になるの

ではない磨き方というものを講座の中に入れていただけたら良いと思いま

す。 

 

紅 邑 委 員： 吉川さんありがとうございます。WATALISさんの「FUGURO」は，歴

史もストーリーもあってブランド作りがしやすく共感しやすいものだと思

いましたが，逆に，特に仙台市で起業しようという方は割とサービス業が多

いのですが，それにどのような裏付けがあるのか，どのようなストーリーが

あるのかということを後付けでくっつけていく人が多いと感じています。各

地域固有の価値や魅力というお話がありましたが，そのようなことを先に勉

強した上で，自分のビジネスには何があるのかということを勉強させないと

いけないのかなとお話を聞いていて感じました。 

南三陸町の復興応援隊事業で我々のスタッフがお世話になっているので

すが，東京，大阪から来ている若者でこのまま住んでも良いと言ってくれる

人がいたのですが，応援隊事業が終わったらそれで一旦任期は終わるのでお

金の出所がない，だったら自分たちでやるしかないよねという気持ちになっ

てくれているので，このような地域に散らばった若い力をどのように起業さ

せていくのか，どのようにその気持ちをサポートしていくのかということも

課題だと思っています。そのような意味では，南三陸町の固有の魅力や価値

等をもう１回勉強しようというところから始めても良いのかなと思いまし

た。 

 

吉 川 委 員： 固有の価値ということもずっと言われ続けていることですが，住んでも

良いと言っている人たちは，都会ではなくしてしまった目に見えない手仕事

やカキの殻むきといった手仕事等，経済的な効率とは一線を画して成り立っ

てきた産業やその土地の風習や生活習慣，人々の手間を惜しまない生き方等

に奥深くで感動していると思うのですが，それがビジネス的には拾い上げに

くい部分だと思います。でも，その拾い上げにくいところをビジネス化して，

それを価値に置き換えていくことが今被災地においては必要だと感じてい

て，それをどのようにお金という価値に置き換えられるのかだと思います。

さっき，WATALISさんは商品の検査をしっかりしているとおっしゃってい

ましたが，そのようなことが求められているのかなと思います。 

 

紅 邑 委 員： 南三陸町の商店街も元気がありますが，元気さというのは商店街そのも

のだけではなくて，外と繋がっていてのことだと思います。意外と自分で作

ったものとか地元の価値というのは分かっていないので，外の目が入ること

によって自信が持てたり新しい価値を見いだせたりということがあると思
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います。稲葉さんのお話を聞いていて，思いがあって形にしたところでどれ

だけ価値あるものになるのかというところは本人だけでやりきれる人はそ

んなにいなくて，サポートがないとなかなか形になっていかないと思います

し，継続して事業を行うにもいろいろな専門家の人が関わりながらサポート

していくことが必要だと思います。それなりに継続して自分たちの仕事とし

ていくためには，稲葉さんがしていらっしゃるようなサポートが必要で，さ

らに仙台は割と恵まれていると思いますが，女性や高齢者の方たちがこれま

でとはまた違う形で自分たちの生業を作っていくというニーズが今後出て

くるときに，具体的にこのような計画がありますというものがあればお伺い

したいと思います。 

 

（株）ゆいネット： 仙台市の委託事業で近郊についてヒアリングをしておりますが，南の方

の名取，岩沼，亘理，山元ではみんなで勉強しているという団体の活動がな

かなか拾えませんでした。そのため，南の方では，何かやりたいのであれば

起業という方法があるよという講座を単発でやっていこうかなと思ってい

ます。反対に石巻や東松島，仙台より北の沿岸部においてはもう活動し始め

ている人が多く，「私たちここが弱いです。」や「これを知りたいです。」

という方々が多い状況です。１か月ほど前に，「動画の編集がよくわからな

いが，自分たちで動画の編集ができるようになればホームページにアップで

きなくてもユーチューブにアップするということはできるかもしれない。」

というお話があり，そのお話を受けて技術研修の実施を考えています。 

 

立 岡 委 員： 起業したいと思っている人は結構おられる中で，参加者のうちどのくら

いの割合の方が実際に参加後に起業をしているのか教えていただきたいと

いうのが１点と，県も復興とともに起業を後押ししていきたいという思いが

今回の会議の趣旨なのかなと思う中において，起業した後はアフターフォロ

ーがとても大事だと思います。緊急雇用の枠組みを付けて，人の手立てをす

るというサポートもあるのかなと思っていて，例えば最初の立ち上がりの段

階では本業に全うしてもらうためにちっちゃいビジネスを起こした人たち

をグループ化させて，士業さんたちが必要となるようなサポートを行い，労

務管理上の部分は，グループの中に事務局のようなものを作りそこにやらせ

るというようなサポートがあると起業しやすくなるのではないかなと思い

ます。そのため，起業した人へのアフターの課題点があれば教えていただけ

ればなと思います。 

 

（株）ゆいネット： 報告書の人数は延べで書いているところが多いので全体の延べ人数から

の割合ということではないのですが，ほぼ１５～２０％くらいの人が起業し

たと自称しています。起業といってもいろいろな形態があり，株式会社にし

た方は非常に少ないです。個人事業主や一般社団法人，個人事業主だけれど

もお店を始めた，また飲食店だったり物販だったり様々です。 
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先ほど課題というお話がありましたが，だいたい二つのパターンがあり

まして，やっちゃった方は止められなくなるので，立ち止まってこういう

考え方もあるよという勉強会のような情報提供をする場が必要かなと思っ

ています。もう一つは，内閣府の予算の付け方も少し悪いと思うのですが，

お金を貰ってやり始めたけれども使い方がよく分からない方がいらっしゃ

います。また，お金はないけれども人を雇うにはどのようにすれば良いの

でしょうかというように，そもそも始めて良かったのかなと思う方もいま

す。始めて少しずつ動いている方にとっては，グループ化や横の交流や事

務作業だけでも誰かやってくれる人がいると本当に助かると思います。 

 

木 村 委 員： 逆の立場から言うと，いつまで支援しなければいけないのかということ

だと思います。私どもも，１０年くらい NPO やボランティア団体の支援を

やっていますが，起業するということはリスクを負ってやるわけだし収入も

得るわけなので，それを稲葉さんの立場としても行政の助成金をもらってや

れる範囲があるわけで，この後例えば仕事としてコンサルティングをするの

であれば料金をもらってやるとか，それを別な形で支援するということもあ

ると思いますが，いつまでしたら良いのかという目安があるのかどうか伺い

たいと思います。被災者支援も同じだと思いますが，今３年目に入りこれか

ら辞めようという団体もありますが，それは支援に目処が付いたから辞める

ということではなくて，お金がないから辞めるというところが多い。そこの

支援を続けなければいけないのであれば，それは何のために続けるのか，コ

ストは誰が負担するのかという問題があると思います。今は，行政からお金

が来るので復興応援隊を雇うということができていますが，これは何年か先

にはないので，その後自分の仕事は自分で探してくださいと言ってもそれは

大変な話で，だからと言って我々がどこまでそれを支援して行政と繋いでや

れるかということは微妙なところですが，どのラインまでなのかを伺いたい

と思います。  

 

（株）ゆいネット： 基本的には「始めました。」と本人が言ったところまでが一つの区切り

だと思っています。お店が作れない方というのはいろいろな理由を付けて作

れないので，それに対して「このような考え方がある。」とか「お金を借り

るならあそこに行ってみたら。」とアドバイスはしますが，基本的に我々は

お金を貸せないのでアドバイスだけになります。起業したその後は自分のお

金を出して税理士さんを頼むというようなレベルに来るので，税理士さんを

紹介することはしますが，税務相談等を受けるところまではしないつもりで

す。 

 

木 村 委 員： 平成２３年度，平成２４年度とやってみて何人か立ち上がった方がいる

と思いますが，そのような方をグループ化したりネットワーク化したりとい

うことは考えていますか。 
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（株）ゆいネット： 考えています。これも仙台市の委託事業なので，委託事業が終わったら

どうするのかということをこの２年間自分で考えてきたのですが，お金が出

なくなったら支援しませんということはやりたくないなと思っています。で

は，自主事業でやっていく支援はどこまでできるのかということについては，

来年の３月に向けて着々と準備中ですが，その一つが会員又はメンバーが連

携をすることによって費用や会費といった何か生み出されるものがあるの

かなと考えていて，そこから連携できる仕組みを作ろうかなと思っています。 

 

鈴 木 委 員： 私は弁護士をしているので，単純な質問を二つばかりしたいと思います。

この講座自体は基本的に費用がかからないのかということが一つ目，もう一

つ目が，士業等専門家とのパイプ役とありますが，弁護士に期待するもの等

がありましたら教えていただきたいと思います。 

 

（株）ゆいネット： 仙台市の委託事業でやっている範囲の講座に関しては，受講費用に関し

ては基本的にかかりませんが，現地にお伺いして講座を受けたりするときの

食事代や食べ物代は自分で負担していただきます。ですので，参加者に関し

ては講座の費用は発生していません。もう一つ，士業との連携という意味で

は，例えば著作権等について弁護士さんにお話を頂いています。「それって

法律に関わることなんだ。」と分からないことが結構あるので，お店で流す

音楽の話や中古品販売に関わるものについては，先生のお話を伺ったりして

います。 

 

座 長： どうもありがとうございました。稲葉さんがされているようなサポート

はとても大切だと思います。起業するという方ももっとたくさん出てくると

思いますが，その後どうするかという問題も含めて大きな問題が残っている

と思うので，よろしくお願いしたいと思います。 

時間も迫っていますが，次に移りたいと思います。県の震災復興推進課か

ら「震災復興起業支援事業」の概要説明ということでお願いいたします。 

 

震災復興推進課長： 宮城県震災復興推進課長の小林でございます。本日は，お二人の方から

大変貴重なお話をお聞かせいただきましてありがとうございました。大変心

強く感じました。 

私からは，お手元の資料３「震災復興起業支援事業について」，こちらを

基に御説明させていただきます。資料３の１番に事業概要がございますが，

（１）事業目的でございます。この事業につきましては，被災地における社

会的課題を解決に向けて業を起こす，まさに起業者を支援いたしまして，地

域における雇用の確立と自立的な経済活性化を目指すものでございます。こ

こには記載してございませんが，この事業は昨年度の内閣府事業の後継事業

として，復興庁及び内閣府から被災３県に対し国の復興調整費を活用した事
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業の実施についてお声掛けいただき，本年の９月県議会で補正予算をお認め

いただいて事業化に至った経緯がございます。（２）事業概要でございます

が，①の起業・経営支援と②③にあります起業支援補助金，経営支援補助金

というこの３項目で構成されております。①の起業・経営支援につきまして

は，起業支援の実績のある団体を県が公募して選定した上で，この団体を通

して新規の起業者の掘り起こしから起業に向けた事業計画策定，資金調達，

マッチング等の起業支援を行うこととしております。また②起業支援補助金

につきましては，新規に起業される方に対しまして１６０万円を上限に起業

資金を補助するものでございます。③経営支援補助金につきましては，昨年

度この事業とほぼ同様の枠組みで内閣府が実施いたしました「復興支援型地

域社会雇用創造事業」で昨年度起業された方を対象といたしまして，一起業

者当たり１０万円を上限に，継続的な経営支援等に要する資金を補助すると

いうものでございます。これらの補助金の補助率につきましては３分の２補

助という形になっております。昨年度の内閣府事業は１０分の１０補助でし

たが，今年度は３分の２補助という形でございます。それから，裏面の上段

事業目的と中段の事業内容につきましては今お話したとおりなのですが，事

業内容の３行目，今年度の新規の起業者に対しましては合計１００者を支援

する予定としてございます。また，この事業内容の欄の米印，昨年度内閣府

の事業で起業された方の経営支援分につきましては，合計で２３０者が支援

の対象となってございます。また，左下に事業スキームのフローがございま

すが，具体的な経営支援に関しましては支援の実績のある団体を県が公募し

て選定いたしまして，その団体を通じて支援をする形になります。これにつ

きましては，新規の事業者，それから昨年度の起業された方合わせて３３０

者を支援するという形になります。それから右下の事業イメージということ

で，ノウハウ・事業計画策定支援から資金の確保，経営支援まで，また基礎

的な講座等も受けていただくという内容も含めてございます。表に戻ってい

ただきまして，２番目の事業実施団体等でございます。こちらにつきまして

は，先に公募いたしまして選定させていただきました結果となりますが，（１）

の仙台・内陸エリア経営支援分につきましては，（一社）北海道総合研究調

査会を，また（２）石巻・気仙沼エリア経営支援分につきましてはNPO法

人石巻復興支援ネットワークをそれぞれ選定いたしまして，この２事業者に

今後具体的な支援をおこなっていただくこととなってございます。次に３番

目の起業者募集スケジュールでございますが，今月中に 1回目の起業者の募

集が予定されておりまして，来月には２回目の起業者の募集が行われる予定

となっております。是非，皆様方にもこの事業に関する周知等を御協力いた

だき，またこの事業全体に関しまして御支援等していただければと思います。

私からの説明は以上でございます。 

 

座 長： ありがとうございました。それでは，今の説明につきまして御質問，御

意見等あればお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 
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紅 邑 委 員： ２点ほどあるのですが，一つは頂いたペーパーで見ると審査会の最終が

１２月２３日になっていて，そこから選ばれた方がだいたい１～３か月の間

で起業するということになると思うのですが，先ほどの稲葉さんのお話を伺

うと，講座を受けてもなかなか起業に至るのが難しいという中，３か月で１

００人が起業するという数字の根拠が私は分からないなと思ったので確認

させていただきたいのと，この一人当たり１０万円という数字の根拠も教え

ていただければと思います。 

 

震災復興推進課長： この事業につきましては国の復興調整費を活用して事業を実施するとい

うことで，国からは単年度事業と言われております。ですから，繰越は原則

認められないということでしたので，来年度に向けて２か年事業のような形

で事業を実施できないか国とも協議しましたが，そこは今年度内に事業を進

めなければならないという枠があり，大変タイトなスケジュールになってい

るという状況でございます。そのため，年内中に選定をしていただいて，そ

うした方々を年度内に起業というところまで支援するということで考えて

おります。昨年度の内閣府の事業で，宮城県内において２３０者の方が起業

されておりますが，手を挙げられた方が６００者ほどあったと聞いておりま

すので，その後起業された方もいらっしゃるかもしれませんが，４００者く

らいの中の一定数が声をあげていらっしゃるのかなと思っています。復興調

整費の予算の上限もあり，国の方から示された額も１００者の上限というこ

とだったので，その枠で事業を組ませていただいたということでございます。    

それから，経営支援の１０万円の補助という部分でございますが，こちら

については継続的な支援ということですので，被災３県，国から一起業者当

たり１０万円という補助上限をかけられているところでございます。こうし

たことがございまして，非常に少額な補助で事業実施が厳しいということも

ありますが，事業実績のある二つの支援団体に入っていただき，ここから新

規の起業者には最低５回，継続支援の団体については最低２回以上訪問等具

体の支援もしていただくことを要件にして，２年度目はこのようなソフト面

の支援と補助事業を組み合わせて起業された後の支援もしていきたいと思

います。 

 

木 村 委 員： 来年度はどうするのかという話と，来年度はまた新たに公募で選び直す

のかということを聞きたいと思います。国の制度で決まっているということ

は分かりますが，やはりもう少し時間をかけてやっていかないと金のばらま

きになるような気がします。それで本当に起業できるのかという話で，私も

商売をしていますがそんなにすぐ起業ができたら楽な話はないと思うので，

来年度も続けてやるのであればもう少し考えていただければと思います。 

 

震災復興推進課長： 復興調整費を活用した枠組みのこの事業については，国から今年度限り
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の支援と言われています。ただ県としまして，現在来年度に向けた予算の要

求等を進めておりますが，そのような形で継続的な支援ができるのかという

ことについて庁内で関係部局含め協議しているところですので，今頂いた御

意見も含めまして継続的な支援に向けて検討してまいりたいと思います。 

 

吉 川 委 員： １０万円でどんな経営支援ができるのか、またこの時期から３月までで

使い切らなくてはならないというタイミングも問題だと言いたいです。経営

ということを知って言っているのか大変疑問です。本当に復興する気がある

のなら中途半端な支援では駄目ではないかということを国に言っていただ

きたいと思います。この手を挙げた２３０者が１０万円を貰えて嬉しいかも

しれませんが，もっと根本的なグランドデザインに基づいた支援であってほ

しいなとつくづく感じます。 

 

太 田 委 員： 加えて，起業した後，いつまでどこまで支援するのかというのは議論の

余地があると思うのですが，起業支援するだけではなく，それがうまくビジ

ネスとして走っていくための支援ということも是非国にはお願いしていた

だければと思います。 

 

震災復興・企画部理事兼次長： 基本的なところで御意見を頂いたかと思うのですが，県なり行政の役割

としては，初動スタートの支援が基本的な役割だろうと考えています。スタ

ートとして新たに起こすところには１６０万円の支援，１０万円はあくまで

昨年度起業した方の継続支援という形であり，１０万円で起業するというわ

けではないのでそこは御理解いただきたいと思いますが，初動スタートをや

って，そこから後は自力で立ち上がっていただくのだろうと私どもは考えて

おります。被災地の支援は，起業支援というよりも被災地に元気を与える様々

な活動パターンがあるだろうと考えた中で，今回判断をさせていただき御支

援申し上げ，形として起業の継続支援という形になったというところがあり

ます。稲葉さんのところでも，当然被災地の復興に有効な御活動をしていた

だいていると思うので，そのような様々な切り口がある中で我々としても道

具立てを揃えながら，もちろん基本的な考え方としてもう少し整理しなけれ

ばいけないというのは十分分かりますので，そこは全体像を考えながら今年

度の起業支援事業がうまくいくように取り組みたいと思いますので，いろい

ろ御協力いただきたいと思います。 

 

（株）ゆいネット： 委員ではないのですが一つだけお話させていただきます。昨年度，内閣

府の事業を私自身が見たり，応募する生徒さんの書類を事前にチェックした

り，あるところでは審査員もしたのですが，受かった人は貰えて良かったと

なるのですが，貰えなかった人への配慮というのを考えていただきたいと思

います。本当に駄目な人もいるのですが，結構惜しかった人は貰えなかった

というだけでやる気が１００％萎えてしまう方がいます。「このようなとこ
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ろをもっとこうしたらあなたの案はいいですよ。」ということを一言でも言

って審査を終わっていただけると，とてもありがたいなと思います。よろし

くお願いします。 

 

立 岡 委 員： これだって５７００万円くらい出すわけですよね。どれだけ利益を上げ

てどれだけ税金として戻るのかということを考えると，「補助金を出しまし

た。」「起業したので頑張ってね。」と言ってしまって本当に良いのか，そ

の人たちを一定程度納税者に変えるという視点を失っているのではないか

と感じます。出すのは良いかもしれませんが，きちんと納税者に変えるため

になんらかの形でフォローをしていかないとただの投げ捨てになってしま

うと感じますし，行政と仕事をしていて最近求められるのは費用対効果です。

行政は，これだけ出したのだからこれだけの効果を出しなさいと求めている

のであれば，むしろこれくらいやってこれくらい回収する，という視点を持

ってほしいなと思いました。 

 

紅 邑 委 員： 今回は復興庁の復興調整費でやるわけですが，今後政府の資金があると

かないとか関係なく，宮城県の被災地ではソーシャルビジネスやコミュニテ

ィビジネスが増えてくると思います。そのようなことを県の施策として，国

への提案も含めて今後どのような形で位置付けていくのかということを検

討していただければと思います。宮城県は，これまでこのようなことにあま

り積極的ではない自治体の一つだったと思いますが，震災が起きて２，３年

後くらいから雇用や起業をするという思いの方が増えており，自己雇用とい

う形で自ら業を起こし納税者としていくことが施策としても必要ではない

かと思います。今回は，震災復興推進課としての事業ということですが，今

後県としても積極的な部署を設けるとか，もしかすると広報や経済商工観光

とかそちらの分野で担当される事業ではないかと思いますので，今回のこと

を踏まえた形でその辺りも検討していただければという希望です。 

 

座 長： ありがとうございました。支援事業についていろいろな御意見がありま

したので，県として受け止めていただければと思います。 

それから，何人かがおっしゃったことと，さっき冒頭で吉川さんがおっ

しゃったことについて私はとても似たような印象を持っていて，被災地か

らソーシャルビジネスやコミュニティビジネスを育てていくということは

大切だと思うのですが，そこと復興のまちづくり等それぞれを全部ばらば

らにやるのではなくて，このような町を作るために復興コミュニティビジ

ネス，ソーシャルビジネスができてくるということが必要だと思います。

コミュニティビジネスやソーシャルビジネスを上手にまちづくりに繋げて

いくことが大切で，復興の前と後で町の在り方が変わっていないと，この

取組は生きてこないのではないかと思います。単発的に，そのときの時代

の流れや，被災地ではこのようなことがあるからという話だけではやはり
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駄目で，その先を県として見据えながら進める必要があると思います。３

年後や５年後に被災した地域がどうなっていくのかということを見た中で，

ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスの在り方を捉えていかないと

単発的に終わってしまう怖さがあり，とても心配なので，そのようなこと

も含めて考えていただければなと思います。 

次の「その他」に移りたいと思います。出席者の皆さんからほかにあり

ますでしょうか。 

それでは最後ですが，今回の議論も踏まえて県からお話を頂きたいと思

います。 

 

震災復興・企画部理事兼次長： 最後にいろいろ厳しい御意見も頂きました。個人的な感想になるかもし

れないのですが，震災後このポジションに赴任し３年目になります。我々も

町をゼロから作り直していくという作業が前例のない仕事で，しかもソフト

とハードのスピード感も違う，また住民の方々が求めることも違う中で悩ん

でいることは悩んでいます。我々としてこのような会議を設置し，少なくと

もソフト面を中心に取組の現場から何を生かしていくのかというスタンス

で臨ませていただいているので，今後継続的に考えさせていただきたいと思

います。 

 

事 務 局： 情報提供としまして，本会議の吉川委員が取り組まれた「きりこプロジ

ェクト」が受賞されたということで，御紹介させていただきたいと思います。

ティファニー財団賞伝統文化振興賞を受賞されたということで，この中身に

ついては直接御説明していただければと思います。 

 

吉 川 委 員： 宝石屋さんのティファニーが伝統文化を活用して地域を振興していると

ころに毎年賞を与えているもので，今年は石川県七尾市の加賀友禅で花嫁の

れんという取組をやられて商店街を活性化している事例と，私たちは神棚飾

りのきりこの様式を生かした現代アートのコミュニティアートプロジェク

トによってまちづくりに役立てたということで，この二つが賞を受賞させて

いただきました。先日，南三陸町役場の方と一緒にニューヨークに行き賞を

頂いてまいりました。ニューヨークのローカルガバメントセンターというと

ころのニューヨーク事務所の皆さん，それからニューヨークに在住の日系の

皆さんや関係者の前でこの取組について発表してまいりまして，大変高い評

価を受けました。今，防災対策庁舎の震災遺構が話題になっていますけれど

も，南三陸町のものはなくなりましたが皆さんの心の中に生きている見えな

いものは健全にあります。しかし，被災した皆さんの心の中でも，そのよう

なものは放っておけばどんどん風化してしまいます。そのようなものを風化

させないで新しいまちづくりにどのように生かしていけるかということに

対して，私たちの取組が国際的な評価を頂けたということだと思います。こ

のことを南三陸町のまちづくりにもどんどん生かしていきたいと思うし，長
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期的に見て，２０年後に世界の人がたくさん来るところにしたいと思ってい

ます。また，役場の人に大変わがままを申し上げて，９．１１メモリアルが

どのような状態になっているか知りたくて行かせていただきました。無料で

すが事前に申し込みをしないと入れないようになっており，私が行った時間

でも長蛇の列ができていて，一体１日に何万人の人が押し寄せているのだろ

うと思いました。そこには，あそこで亡くなった約３０００人の名前が記さ

れていて，例えば紅邑さんと私がそこで亡くなったとしたら，紅邑さんと私

は知り合いだったからということで人間関係を反映しつつ名前を近いとこ

ろに記したり，また残った鉄骨もまだ建設中でしたがミュージアムの中に入

っていたり，あそこであった惨事がどのようなものなのか極めて上手に世界

の人に伝える場所になっていて，世界中のたくさんの人が訪れていました。

やはり，そこは世界の人が惨事に思いを寄せられる場所であり，観光気分で

行った人もそこでは静かに祈りを捧げられるような場所になっていました。

あのような事例を宮城県でも真剣に考えていかなければいけないと思いま

したし，南三陸でも話し合っていきたいなと思いました。今，宮城人の文化

をどのように反映させていくかという議論が全くなされていないのですが，

この賞の受賞をきっかけにまた考えられるかなと思います。御紹介いただき

ましてどうもありがとうございました。 

 

座 長： 以上で本日の議題は一切終了ということになりますので，座長としての

役割を解かせていただきます。御協力いただきましてありがとうございまし

た。 

 

司 会： 大滝先生ありがとうございました。 

最後に次回会議の日程でございますが，次回は来年の２月に県庁内で行う

予定です。詳細については，後日事務局より御連絡差し上げたいと思います。

以上をもちまして，「第７回宮城県被災者復興支援会議」を終了いたします。

ありがとうございました。 


